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論文内容の要旨
理想的及び非理想的(擬)低次元物質の相転移及び臨界現象について多くの理論的研究が集積して
いるが尚現実の擬低次元系の相転移については未知の現象がある。この論文では，ギ酸塩二水化物を
材料にして低次元格子系の相転移一般についての議論を行う。
ギ酸塩 (Mn Co )は，二つの相異った面からなる二成分sandwich系で、あって， A面は二次元磁性
体に又B面は常磁性体に近似される。この常磁性系について系全体 (A+B) の転移点近傍での振舞
いを調べた。いづれの塩においても A面， B面が協力しあって相転移を起している領域でさえ B系の
イオンは独立イオンに期待される常磁性的振舞を示す事を見出した。この様な相転移では，オーダー
パラメーターのとり方に新しい考え方の導入を要求される。次に， Co 塩の二次元系に近似される A
面内の異方性，有効面相互作用等を調べた。この異方性は予想外に小さい事を見出した。 Mn 塩にわ
いては， Canting の機構が D-Mではなく g の異方性によるものである事を実験的に示した。次にこ
れらの結果をふまえて擬二次元系としての相転移について議論を展開する。 Co 塩においては，かな
り小さい異方性にもかかわらずその臨界指数は二次元 Ising 系のそれに良く一致し，異方性に関する
普遍性を実証した一つの例である。一方Mn 塩においては，自発磁化の三次元性へのcrossoverが見
られた。 Co 塩との比較から，より異方性の弱い系は，・同じ面間相互作用でもより大きな T/Tc値から
このcrossover を示すという conjecture を得た。更に二次元非Ising 系の臨界現象の性質を議論し
た。二次元系で弱い異方性ほど同じ T/Tcで、比較すると，自発磁化の発達は遅くなるなど，特に
critical 振巾についての考察が主体である。一方，擬一次元Ising 系においては，弱い線開の相互作
用を持つものほど同じT/Tc で比較して自発磁化の発達は大きくなる。これらの考察から，理想的二次
? ???』せ
5?He isen berg 系の相転移について一つの見解を提出した。最後に二成分系の相転移との類推から混
品系のそれを議論した
論文の審査結果の要旨
蟻酸塩二水化物という二次元格子に近似できると共にA， B, 2 種の弱く結合した二成分系でもあ
る物質のシリーズから Co+2 (イジング系・)と Mn+2 (ハイゼンベルグ系)をえらんでそのプロトン NM
R ，帯磁事の測定を行い転移点近傍における自発磁化の温度変化を詳細に決定した。相互の比較検討
から二つの新しい知見を得ている。
A.B二成分系が臨界状態にあって共通の臨界係数で記述される時でも一方が他方の内部磁場の中で
全く常磁性的に振舞うことがあるという発見は多成分系における「相転移一般についての普遍性」に
関する重要な知見である。次にCo+2 塩では二次元イジング系の臨界指数が得られ Mn+2 塩では三次元
系のそれが得られるという事実の発見は「普遍性」の議論の中に格子の次元の移り変りとスピン対称
性との相関の存在を導入したもので新しい開拓である。又臨界指数ではなく臨界振巾に注目した整理
を試み現在の課題の中心，二次元ハイゼンベルグ系の相転移について独自の見解を提出している。
これら新しい知見と深い考察は相転移一般論の発展に重要な寄与がある。よって博士論文の価値あ
りと認める。
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